
困難・課題を抱える女性に対するつながりサポート事業【大阪府】
事業番号 5

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １４，１５７ 千円

交付金額 １０，６１７ 千円

・コロナ禍で離職問題、健康不安、ＤＶ、性暴力被害、貧困などの女性が
増加。
・「新型コロナウイルス禍が女性に及ぼす影響について」の緊急アンケートで
「コロナ禍における変化」を調査した結果、66.0%が「人との交流の機会の減
少」を挙げ、「生活に対する不安を抱えている」人の割合も39.1%という結果
であった。
・相談者は、貧困問題を含め、メンタルヘルスや就労等複合的な困難を抱
えていることが多く、行政や民間団体等が提供する支援に適切につなげて
いくためには、よりきめ細かいサポート体制を構築することが必要。

・目的
孤独、孤立で不安を抱えたり、生活に困窮している女性が、社会との絆・
つながりを回復することができるよう、予約不要・利用料無料で利用でき、「
人」・「情報」・「物」を提供するコミュニティスペースを設置し、様々な困難・
課題を抱える女性に対する支援を実施
・目標：達成状況
利用者アンケート調査における満足度80％以上：94.6％ ※達成

・情報・相談室の設置
カウンセラー等の資格を持つ支援スタッフが適切なアドバイス等を実施
（支援情報の提供や専門の相談窓口等の紹介）

・交流の場づくり
支援スタッフのコーディネートの下、同じ悩み等を抱える方同士が交流でき
る場を設置

・生活用品等の提供
支援スタッフが必要に応じて、生活用品等を提供
（例） 化粧品、生理用品、就職面接用品等

・庁内関係部局
・ドーンセンター指定管理者（ドーン事業共同体）
・協賛企業・団体 等
（50音順・令和８年３月31日時点）
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、青山商事株式会社、株式会社アンノワール、イカリ消毒株式会
社、イケア・ジャパン株式会社IKEA鶴浜、和泉市職員有志、茨木市立小学校教職員有志、株式会社インタ
ーナショナルシューズ、エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社、大阪いずみ市民生活協同組合、大阪
サクヤヒメSDGs研究会Teamまちづくり、大阪地区トヨタ各社、生活協同組合おおさかパルコープ、大阪府
生活協同組合連合会、一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団、大阪マザーズハローワーク、大阪よど
がわ市民生活協同組合、大手前大学国際看護学部、かえるぐみ、花王グループカスタマーマーケティング
株式会社、近畿中央ヤクルト販売株式会社、グンゼ株式会社、国際ソロプチミスト大阪、小林製薬株式会
社、株式会社コンシェルジュ、生活協同組合連合会コープきんき事業連合、株式会社サクラマチ、眞正工
業株式会社、株式会社スクロール、世界華人工商婦女企管協會 日本關西分會、摂津市男女共同参画センタ
ー ウィズせっつ職員有志、第一生命保険株式会社、太平綜合法律事務所、株式会社ドゥ・ワン・ソーイ
ング、日本生活協同組合連合会、株式会社ヴァーチェ、林紀美代公認会計士事務所、はるやま商事株式会
社、株式会社阪急阪神百貨店阪急うめだ本店、プラナスラボ、ホテルユニバーサルポート、株式会社マザ
ーネット、株式会社マンダム、株式会社桃谷順天館、ロート製薬株式会社

・女性が直面している困難・課題が解決され、自立につながった。
・支援にあたるスタッフが抱える課題や悩みの声を拾い、スキルアップのた
めの研修内容を充実化させることで、利用者の満足度を高め、困難・課題
の解決に寄与した。
・アウトリーチ型支援を府内市町村と連携して実施することで、より多くの方
の課題解決に寄与した。

・紹介等により利用につながっているケースもあるが、一人でも多くの人
を必要とする支援につなげるため、本事業の周知を引き続き行っていく。
また、若年層（特に10代）の利用率が低いため、スクールソーシャル
ワーカー等の学校関係者を通じた広報等を行う。
・利用者が増加し、またニーズも多様化する中で、民間企業等との連携を
効果的に実施し、きめ細やかな支援を届ける。



事業の概要

困難・課題を抱える女性に対するつながりサポート事業

実施期間：令和7年4月1日～令和8年3月31日

実施日時：火曜日から金曜日 午後1時から午後6時まで
土曜日   午前10時から午後6時まで
日曜日・祝日           午前10時から午後5時まで

              ※ドーンセンター休館日である月曜日（祝日・振替休日を除く）、
               年末年始を除く

実施場所：大阪府立男女共同参画・青少年センター
（ドーンセンター） ２階

事業内容：情報・相談室の設置
交流の場づくり
生活用品等の提供

実施概要

コロナ禍を通じて顕在化した雇用・収入の減少や、社会とのつながりの希薄化など、様々な側面での課題は
特に女性において深刻であることから、大阪府の男女共同参画推進の拠点施設である「ドーンセンター」内
に「人」・「情報」・「物」を提供するコミュニティスペースを設置し、様々な困難を抱える女性に対する支援を
充実・強化


	スライド 1
	スライド 2

